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請願の趣旨「吹田市初の幼保一体化計画には、保育所と幼稚園が積み上げて来た保育・教
育の良さが共にいかされるよう、その基本方針、施設環境及び保育・教育内容について、保
護者の意見を十分に聴き、子供や地域への影響を考慮して、慎重に議論を求める」

　3月4日から4月1日まで3月定例
会が開かれました。玉井みき子議員が
代表質問を行い、他の5人が一般質問
を行いました。
　2014年度予算は自民党、公明党、
市民自治、日本共産党が賛成し成立し
ました（民主党は退席と反対に分離）。
日本共産党は、当初市長提案予算に対
し「公立保育所民営化計画の撤回、国
保料引き下げのための一般会計繰入の
増額、福祉バスの代替策検討のための
調査費用計上」の予算組み替え動議※
の提出を予定していましたが、市長が
組み替え要求の一部である公立保育所
の民営化関連予算は5月議会で削除す
ると表明し、民営化選定委員会設置条
例を撤回したため、組み替え動議は提
出せず、予算に賛成しました。その際、

事業見直しで削減した事業などの課題
は残っており、今後は市民や議会の意
見を聞くよう強く求めました。
　また、「グリーンニューディール基
金事業」に関する100条委員会報告書
が出され、全会一致で議決されました。
「今後、市長は市民に疑惑を招くこと
のないようにするべきだ」「太陽光パ
ネル設置工事の市場価格との差額を賠
償するのか」と各会派から厳しい意見
が出ました。日本共産党が提案した「井
上市長に対する問責決議」が可決され
ました。問責決議が可決されるのは昨
年12月議会に続き2回目。吹田新選
会が提出した「不信任決議案」は退席
者が多数となり、定足数を満たさな
かったため採決に至りませんでした。

市長が提案した予算について、議員が概括
的に修正を求める動議（議案）のこと。組
み替え動議が可決されても法的拘束力は
ないが、応じなければ予算を否決される可

能性がある。組み替え動議に賛成した議
員は、市長により修正・再提案された予算
に賛成することになる。

本会議・委員会での質問から

「古江台幼稚園と北千里保育園の
幼保一体化に関する請願」は全会一致で採択

報告集をご希望の方は議員団控え室までご連絡ください。  問合せ先 6337-6853子育てシンポジウムを４月20日に開催しました。
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安倍政権がすすめる「集団的自衛権」行使を
認める解釈改憲は許されない

政府への意見書が可決

「一内閣の判断で、集団的自衛
権の解釈改憲による行使を可能
にしようとしていることは、これ
までの政府見解に反することは
もとより、憲法に対する国民の
信頼を失墜する行為であり、認
めることはできない。」

井上市長に対する問責決議を再可決
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）意見書・請願の状況

　　　　　　 　　患者負担の大幅軽減等を求める意見書

　　　　　　 　　手話言語法の早期制定を求める意見書

　　　　　　 　　泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の早期全面解決を求める意見書

　　　　　　 　　集団的自衛権行使容認の解釈改憲を行わないよう求める意見書

　　　　　　 　　労働者保護ルール改悪反対を求める意見書

国保加入者の生活に配慮し国民健康保険料引下げを求める請願

■ 「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書」「微粒子状物質（PM2.5）に係る総合的な対策の推進を求める意見書」
　 「食の安全・安心の確立を求める意見書」の意見書は全会一致で可決されました。
■ 民主市民連合（6人）は、4月17日付で民主市民連合（2人）と吹田翔の会（4人）にわかれました。
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副議長として議会運営に
奮闘する竹村博之議員

公共施設は市民の財産

倉沢さとし
議員

質問：公共施設の最適化方針が示された。
維持・修繕にかかる費用は、30年間で
1754億円としている。建物を仕分けして、
30年後に30％の施設を削減することも
想定している。計画的な修繕は必要だが、
地域住民の活動に資する施設を上からの計
画で減らしていくのはおかしい。

答弁：この計画は、施設の数を減らすだけ
でなく、施設の長寿命化など修繕・更新を
行って、市民負担を抑えるのが目的である。

地域包括の体制を厚く
　　　高齢者支援充実させよ

塩見みゆき
議員

質問：市内13か所の地域包括支援セン
ターのうち、7か所が民間事業所への委託
となっているが、高齢者の様々な相談や課
題に対応するにはマンパワーの増強が必
要。主任ケアマネ、保健師、社会福祉士
の3人で1ユニットの体制を2ユニットに
したり市職員が巡回支援するなど、体制の
強化を求める。

答弁：委託している包括センターが機能を
十分果たせるよう支援方法を検討する。

福祉避難所の指定
配慮の必要な方の災害時の対応を急げ

柿原まき
議員

質問：東日本大震災における「震災関連死」
の理由は「避難所疲れ」が47%。高齢者
や障がい者などのためバリアフリー対応の
福祉避難所の指定を急げ。

答弁：現在市の施設8か所を指定し671
人を収容できるが、4、5千人分の福祉避
難所が必要と考えている。特養などに対し
働きかけ、協議を始めており、新年度は
24か所の指定を予定している。

北千里小学校跡地　市民のための活用を

上垣優子
議員

質問：小学校跡地について、幼保一体化
施設や世代間交流など新たな要望もあ
る。売却でなく市民のための活用を考え
るべき。また、北千里駅周辺活性化支援
事業の活性化ビジョン策定に住民の参画
を求める。

答弁：北千里小跡は売却の方針。駅周辺
の整備を視野に入れ進める。地権者や周
辺住民等にアンケート調査や意見交換を
し、新たに設置する委員会でまとめていく。

スケジュールありきの南保育園の民営化
方向転換すべき

山根たけと
議員

質問：保護者説明会での市の回答が変わっ
たり、不十分な説明に保護者は不安を募ら
せている。重いアレルギー児を持つ親が、
ようやく南保育園で受け入れてもらえたと
いっている。民営化したらこのような子ど
もは断られないか？スケジュールありきで
進めるのが維新流か。

答弁：行政改革を主要な課題と位置づけ
最優先に取り組んでいる。アレルギー対応
や看護師配置について説明しているが、民
営化について理解してもらえるよう努める。

子ども医療費助成　一層の拡充を

村口はじめ
議員

質問：昨年9月から中学校卒業まで助成
するようになったのは評価するが約3割の
世帯が所得制限により対象から外れてい
る。所得制限をなくすことを求める。大阪
府下で対象年齢の違いはあるが、状況は
どうなっているか。

答弁：80％以上の自治体が所得制限を撤
廃している。

質問：市は今年度、認可外保育施設
での待機児対策に取り組む。保育中の
死亡事故は認可施設より多く、安心し
て親が預けられる環境のもとでの待機
児対策が必要であり市は責任を果たす
べき。

答弁：20人以上の施設には5年以内
に認可化をめざしてもらう。市の監査
室により指摘した問題の改善報告が出
れば公表する。保育中の事故対応につ
いては、保険に加入しており事業者か
ら保護者に伝えている。

待機児対策において
市は公的責任の発揮を

質問：大阪府下では親子方式やデリバ
リー方式など全員喫食により実施する
自治体が大勢である。就学援助の対象
にし、どの子にも教育の一環として保
障されるよう求める。

答弁：直近の喫食率は16％。親子方
式は小学校の厨房設備を改修しなけれ
ばならず困難。家庭弁当との選択制を
続けながら喫食率向上を目指す。

中学校給食は就学援助の
対象にし全員喫食にせよ

質問：学童農園は市の「食育基本計画」
に位置づけられ大切な事業だ。なぜ廃
止するのか。

答弁：農業委員会から事業継続の要望
が出ているが、全ての小学校に拡充す
ることが難しいため廃止する。

⇒市はその後の審
議の中で新年度も
継続することを表
明しました。

「学童農園廃止」は
再検討し継続を

玉井みき子
議員

代表質問より
新年度予算が可決  公立保育所民営化のための条例は撤回

①100条委員会調査報告書を
受けて、井上市長が市民の
疑惑を招かないよう反省し
ている姿勢が見られない。
②新年度予算が否決されそう
だとして市民への姑息な情
報操作を行った。

　以上の理由から再度猛省を
促す問責決議が全会一致で可
決されました。
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